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＜電源＞

ゼロワットパワー
市原発電所

＜燃料種＞

水素
or
アンモニア
or

e-methane混焼
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ゼロワットパワー市原発電所の脱炭素化ロードマップ
2024年10月

ゼロワットパワー株式会社

＜前提条件＞
・長期脱炭素電源オークションでの落札や、燃料費回収のための制度（価格差支援・拠点整備支援制度等）の適用を通じた適切な投資回収の確保
・追加投資を行うにあたっての脱炭素化のための技術開発の実現及び実証試験の成功
・水素 or アンモニア or e-methaneのサプライチェーンが構築され、経済性のある十分な調達環境が整うこと
・混焼の運転開始時期および燃料種（シナリオ）の選定は、各燃料種の技術進捗・サプライチェーン進捗・経済性を考慮して判断

様式３

長期脱炭素電源
オークションで落札

建設工事
（2030～2033）

水素専焼の運転

ブルー水素 グリーン水素

水素 20%～50%
混焼の運転

環境評価

シナリオ1
水素の場合

LNG専焼の運転

LNG専焼の運転

シナリオ2
アンモニアの場合

環境アセス 改修工事

シナリオ3
e-methane混焼
の場合

LNG専焼の運転

2030年代前半
長期脱炭素電源オークション落札

アンモニア 50%
混焼の運転

アンモニア専焼の運転

e-methane 10～90%
混焼の運転

e-methane 90% ＋
水素 or アンモニア 10%混焼の運転

改修工事

2040年代前半
長期脱炭素電源オークション落札

運転開始
2033年度

運転開始
2033年度

運転開始
2033年度

運転開始
2030年代後半

運転開始
2040年代後半

運転開始
2030年代後半

運転開始
2030年代後半

運転開始
2040年代後半

運転開始
2040年代後半

シナリオ1
水素の場合

シナリオ2
アンモニアの場合

シナリオ3
e-methane混焼の場合

グリーンアンモニア

e-methane e-methane + 水素 or グリーンアンモニア

e-methaneの原料はブルー水素またはグリーン水素
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